
令和６年度国民健康保険特別会計予算について

１ 基本方針

令和６年度は、第３期事業計画の初年度となり、新たな保険税率を設定し、健康寿命

の延伸と安定的な国民健康保険運営の実現を基本理念として事業運営に取り組む。

国民健康保険特別会計の財政状況においては、新型コロナウイルス感染症が 5類感染

症に変更されたものの、各国で発生する新たな変異株の動向やインフルエンザ等のその

他の感染症が近年に比べ流行傾向にある等、不確実性が継続している。

国民健康保険事業費納付金に見合う財源を確保するため、更なる医療費適正化・収納

率の向上について効果的な対策を講じ、国民健康保険財政の健全化を推進する。

保健事業の推進

特定健診の未受診者対策の強化や特定保健指導の実施率の向上、糖尿病性腎症重

症化予防対策事業による人工透析移行の防止、生活習慣病発生及び脳梗塞・心筋梗

塞の入院再発を予防する取組、コバトン ALKOO マイレージ、健康サポート訪問事業等

の実施により、被保険者の健康の保持・増進と医療費の適正化を図る。

自主財源の確保

口座振替の利用促進、納税サポートセンターによる初期滞納解消への早期着手等に

より、収納率の向上を図る。

２ 予算規模

歳入歳出総額 ６３億７，１６１万１千円

（対前年度比 １，９６３万５千円、 ０．３１％増）

Ⅰ 被保険者数の状況

項 目 説 明

１ 世帯数

２ 被保険者数

令和４年度平均 9,445 世帯

令和５年度平均見込 9,246 世帯

令和６年度平均見込 8,965 世帯

（対前年増減 △3.04％）

令和４年度平均 13,385 人

令和５年度平均見込 12,875 人

令和６年度平均見込 12,361 人

（対前年増減 △3.99％）
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Ⅱ 歳入

科 目 予算額（千円） 説 明

１ 国民健康保険税 1,306,037 現年課税分 1,242,038 千円

（対前年増減 △ 5.58％）

調定額 1,350,043 千円

収納率 92.0％

滞納繰越分 63,999 千円

（対前年増減 △ 4.13％）

２ 一部負担金 1

３ 使用料及び手数料 1

４ 国庫支出金 1 災害臨時特例補助金

５ 県支出金 4,198,765 保険給付費等交付金

ア 普通交付金 4,128,343 千円

イ 特別交付金 70,422 千円

６ 財産収入 1 預金利子

７ 繰入金 797,971 一般会計繰入金 343,334 千円

ア 保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）

120,000 千円

イ 保険基盤安定繰入金（保険者支援分）

90,000 千円

ウ 未就学児均等割保険税繰入金

3,315 千円

エ 事務費繰入金 45,304 千円

オ 産前産後保険税繰入金 1,381 千円

カ 出産育児一時金繰入金 23,334 千円

キ その他繰入金 60,000 千円

基金繰入金 454,637 千円

財政調整基金繰入金

８ 繰越金 40,000

９ 諸収入 28,834

歳入合計 6,371,611



Ⅲ 歳出

科 目 予算額（千円） 説 明

１ 総務費 51,134

２ 保険給付費 4,168,416 療養給付費等 4,119,816 千円

（対前年増減 0.52％）

参考・主な内容

ア 療養給付費 3,562,188 千円

イ 療養費 48,132 千円

ウ 高額療養費 508,536 千円

⑵ 審査支払手数料 9,135 千円

⑶ 出産育児一時金等 35,015 千円

（50 万円×70 件+手数料）

⑷ 葬祭費 4,250 千円

（5万円×85 件）

⑸ 傷病手当金 200 千円

３ 国民健康保険

事業費納付金

2,015,652 （対前年増減 0.58％）

医療給付費分 1,326,595 千円

後期高齢者支援金等分 505,466 千円

⑶ 介護納付金分 183,591 千円

４ 保健事業費 114,106 保健衛生普及活動 11,979 千円

参考・主な内容

ア 糖尿病性腎症重症化予防対策事業

イ コバトン ALKOO マイレージ事業

ウ ジェネリック医薬品差額通知事業

エ 健康サポート訪問事業

特定健康診査･特定保健指導 102,127 千円

参考・主な内容

ア 特定健康診査事業

イ 特定保健指導事業

ウ 特定健診受診勧奨事業

エ 生活習慣病リスク改善対策事業

５ 基金積立金 1 財政調整基金預金利子分

６ 諸支出金 12,302

７ 予備費 10,000

歳出合計 6,371,611


